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うまく
使ってる方達
教えます！



「知恵」を「提案」し、共に行動します！
神奈川県よろず支援拠点は「提案力」で勝負！

チーフコーディネーターチーフコーディネーター

中小企業診断士・ITコーディネーター中小企業診断士・ITコーディネーター
森　智亮森　智亮

令和3年度は、26名のコーディネーターが様々な課題に立ち向かいます。
【1】 解決が困難な経営課題に応じます⇒「総合的・先進的アドバイス」
【2】 課題に応じて、チームを組んで支援します⇒「チームの編成を通じた支援」
【3】 ネットワークを活用して、的確な地域の支援機関を紹介します⇒「ワンストップサービス」

■神奈川県よろず支援拠点　令和2年度相談実績

■神奈川よろず支援拠点 在籍コーディネーター　横浜（本部）

◆IT活用による経営・業務改善、
　補助金申請、全業種対応

●弁護士

池田　耕介

◆法律

●弁護士

狩倉　博之

◆法律

●中小企業診断士

濱田　良祐

◆IT活用、人材育成、営業
支援、経営計画策定

●中小企業診断士
●社会保険労務士

山寺　哲二

◆生産性向上、
人事・労務管理

●中小企業診断士

竹本　正人

◆販路開拓、
マーケティング

●中小企業診断士
●事業承継士

横山　眞由美

◆事業計画策定、
販売促進、事業承継

●弁護士

渡部　英明

◆法律

●中小企業診断士
●認定事業再生士

井上　真伯

◆事業再生、金融支援、
ワンストップ対応

浦川　拓也

◆広報、メディア戦略、プレ
スリリース作成、ブランディ
ング、マーケティング支援

元山　茂樹

◆コミュニケーション戦
略、ブランディング、マーケ
ティング、コンセプト開発、
クリエイティブワーク

●弁護士

杉原　弘康

◆法律

升田　覚

◆創業支援、資金調達、財
務管理、経営計画作成・実
行支援

●中小企業診断士

●中小企業診断士

冨森　富士夫

◆生産性向上・品質管理と
共に、貿易業務全般に精通

野口　世津子

◆中小企業の販売促進支
援全般、Webサイト、FB活
用にも精通

●中小企業診断士

小池　俊介

◆事業計画策定、財務・経
営管理、新事業展開・経営
革新、補助金支援

●中小企業診断士
●ターンアラウンド
　マネージャー

酒井　和美

◆製造業の生産性改善、
再生支援
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●中小企業診断士
●1級カラーコーディネーター
　［商品色彩］

高橋　玲子

◆マーケティング戦略支援、店舗
開発(色彩)、ブランディング

●中小企業診断士
●キャリアコンサルタント
●二級知的財産管理技能士

加藤　茂

◆経営革新・技術経営、商品開
発、ものづくり支援・現場力向上

●中小企業診断士

大野　順弘

◆事業承継、M&A、営業
支援、創業

●中小企業診断士

貝吹　岳郎

◆人事労務、再生支援、補
助金申請フォロー

●中小企業診断士

片桐　新悟

◆経営改善、
事業計画策定

●中小企業診断士

天満　正俊

◆経理・営業管理等、
マーケティング戦略

●中小企業診断士
●地域応援ナビゲーター

山﨑　隆由

◆事業計画策定、
ワンストップ、6次産業、
農商工連携

●中小企業診断士

清見　哲郎

◆事業計画作成・実行支
援、製品開発、IT活用によ
る業務改革

●中小企業診断士
●事業承継士

坪田　誠治

◆売上・売上力向上、
事業承継、事業計画・
新事業展開

TEL 080（5518）5058

TEL 090（8597）0432

お近くの
 「よろず」へどうぞ!

小田原市本町4-2-39
小田原箱根商工会議所会館4F

3



支援事例
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　創業61年目を迎える川崎・新丸子の老舗和菓子屋「菓心 桔梗屋（ききょうや）」は、コロナ禍で全国の花火大
会が中止になる中、少しでも花火大会の気分を味わってもらおうと、みんなでつくる『おうちで花火大会』という
和菓子を期間限定で発売。丸子地域の人達が復活を望む、昭和42年8月を最後に中止になった丸子多摩川花
火大会を、和菓子で再現できるようになっています。発売期間は8/13～8/22の9日間、限定100セット。ご家
族みなさまで楽しんでいただける内容になっています。是非ともご注目ください。

【丸子多摩川花火大会の歴史】
　「丸子多摩川花火大会」という名称で第一回目の大会が行われたのは、太平洋戦争のはじまる2年前の昭和
14年（1939年）8月6、7日とされている。打ち上げは、当時川崎側の河原にあった東急自動車学校の敷地で
行われた。昭和24年（1949年）には、「日本一丸子多摩川大花火大會」と銘打って開催。主催は「日本煙火協
會」、後援の欄には毎日新聞社、東京日日新聞社、サン写真新聞社、東京都、神奈川県、川崎市、東京急行など
が記されている。戦時中は中断していたが、戦後復活時には30万人の人出があり、昭和32年の開催時には、
100万人を超える人出があったとされています。

【『おうちで花火大会』とは】
①花火を模した６つの生菓子と小さな袋入りの金平糖が入っています。
②丸子多摩川花火大会の歴史と、６つの和菓子のお品書きが入っています。
③丸子橋付近の夜景の写真（A3サイズ）が入っていますので、この写真の上に生菓子と金平糖を置いて、花火

大会の夜空を再現してください！（上記写真中央）

【お店情報】
店 名
代 表
所在地
U R L

菓心 桔梗屋
須田 義孝
神奈川県川崎市中原区新丸子町７５４
http://kikyoya.net/

NEWS RELEASE 2020年8月7日

川崎・新丸子『菓心 桔梗屋』、コロナ禍で花火大会中止の夏に
みんなでつくる『おうちで花火大会』8/13（木）発売開始！
～昭和42年になくなった丸子多摩川花火大会を復活させよう～

※ 丸子多摩川花火大会を復活させる会の皆さまに応援いただいています。

※ 丸子多摩川花火大会を復活させる会のHP

広報支援事例
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　日本料理の慈こうは、コロナ禍のなか激減する飲食需要に少しでも対抗しようと、新サービス『魚歳暮（ぎょ
せいぼ）サービス』を企画した。三浦半島は人気の釣りスポットだが、釣った魚を家に持ち帰っても捌けないな
ど持て余す釣り人も多い。そんな声を聞き、釣った魚を加工品に変え、贈り物に変えてあげるサービスはどうだ
ろうと考案した。今年のお歳暮は『魚歳暮』で。料理人の腕を商品化するサービス、ぜひともご注目ください。

【取り組みの背景】
　コロナ禍の中、法事や仕出しなどをメインに飲食業を運営する当店は大打撃を受けた。こんな時だからこそ
地域の人が喜ぶことはできないか？と、釣り人の釣った魚を加工するサービスをモニター実施。この取り組みを
神奈川県のよろず支援拠点に相談したところ、「今お歳暮の市場が減っている。これまでのハムや缶詰、ありき
たりなものに消費者は飽きている。だからこそ、自身が釣った魚をお歳暮にできたらヒットするのでは？」と、『魚
歳暮』の提案を受けた。加工サービスのモニターも好評、保健所からもOKをもらって、思い切って本格的な
サービスに落とし込んだ。

【取り組みへの想い】
　この取り組みをやってみて感じたのは、思いのほか本当に喜んでくれる、という実感です。釣った魚を帰宅し
て自分で捌く元気もないし、奥さんにお願いしても嫌がられたりして、釣り人は結構苦労していました。それが
数日後に加工されて真空パックで届くと、家族が本当に喜ぶんだそうです。一人暮らしの人などは自分ひとり
で食べきれないし、近所に配るのも大変でと。この『魚歳暮サービス』で、もっともっと三浦半島に釣りに来ても
らって、この辺がにぎやかになればと思っています。

【お店情報】
店 名
代 表
所在地
U R L

『日本料理 慈こう』
石坂 昌司
神奈川県三浦市初声町入江80-1
https://jikou.info/jikou/

NEWS RELEASE 2020年11月17日

『日本料理の慈こう』」コロナ禍に負けまいと新サービス企画
三浦半島で釣った魚をお歳暮に『魚

ぎょ

歳
せい

暮
ぼ

サービス』スタート！
釣り自慢集まれー！料理人が腕によりをかけて加工品にします

広報支援事例
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支援事例

　デリシャス金城こと金城まみが、新型コロナの影響で集客に困っている飲食店向けに、初心者でもちょっとコ
ツをつかめば誰でも上手に書けるようになる『シズルボード（立て看板）』の手描き講座を3日間開催。テイクア
ウトの告知、新たな取り組み、キャンペーンなどの広報にお役立てください。

【取り組みの背景】
　 コロナ禍で近隣の飲食店がテイクアウトを始めた際、紙に書かれたメニューと値段表記、何を販売している
のかわかりにくく、足を止める人が少ない様子を見て、店頭看板にシズルボードが最適なのではと思いました。
シズルボードは、コロナ禍のめまぐるしい変化の中、広告を印刷に出す手間やタイムロスが省けます。手描きに
よって迅速にPRすると同時に、人との繋がりや人恋しさを感じる今、看板の向こうに”人”を感じられることで、
お店のファン作りをすることも可能です。食べ物をおいしそうにシズル感満載に描くことから「デリシャス金城」
のキャッチコピーでTVチャンピオンに出場、準優勝したチョークアーティストが、五感を刺激し、手描きのあたた
かみに思わず足を止める「シズル看板」の描き方を２時間で伝授します。

【シズルボードの誕生】
  シズルボードは水拭きで消せるので、日替わりメニューや期間限定商品の告知に最適です。自身の花屋時代
に感じた「限られた時間で素早く描いて消せる、効果的にアピールできる看板が欲しい！」と言う思いから生まれ
ました。ベースの看板と画材の相性、手法や表現法を独自に研究し、シズル感による訴求力・ファン作りに特化。
講座の受講により集客力がアップし「受講料の何十倍もの集客、売上に繋がった」とのお声も頂いています。

【お店情報】
店 名
代 表
所在地
U R L

Orangette Chalkart(オランジェット・チョークアート)
金城 まみ
神奈川県大和市南林間2-11-19 陽光ビル３階 3-A
https://www.orangette-chalkart.com/

NEWS RELEASE 2020年10月15日

TVチャンピオン極～チョーク看板職人選手権～準優勝が教えます！
コロナ禍の飲食店応援企画『シズルボード（看板）講座』開催

～初心者でも簡単！２時間であなたも手描き看板職人～

※ シズルとは、ステーキが焼ける熱々の湯気や音、瑞々しい野菜に
したたる水滴、天ぷらの衣のサクサク感など、五感を刺激するよう
な臨場感のことです。
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支援事例

　座間・相模原地域で5店舗の飲食店を運営するアルカディアは、コロナ禍で宴会や会食が減少する中、店舗存
続をかけ、当社の料理人7人がそれぞれに腕を振るってオリジナルスイーツを開発する『7人の侍スイーツプロ
ジェクト』を始動。第一弾は「濃厚・不死鳥プリン」。これまでお弁当やおせちの販売等々、地域の皆さんに喜んで
もらおうと小売りに注力してきた取り組みの一環だ。コロナ禍によってビジネスのルールが変わった今、スタッ
フの強みを活かして生き残りをかける。ぜひともご注目ください。

【取り組みの背景】
　コロナ禍の中、忘年会や新年会は全面的にキャン
セルとなった。店に来てもらえないのであればと、店
舗から半径50メートル程に絞って地域住人の皆さん
へお弁当やおせち料理のチラシをポスティングして
みたところ大きな反響があり、皆さんが支えてくれる
ことに驚いた。「よし！」うちの会社は地域の皆さんと
共にあるんだ、地域の皆さんを楽しませるんだと心に
決め、中小企業のなんでも相談所、神奈川県よろず
支援拠点と共に『7人の侍スイーツプロジェクト』を企
画。7人の料理人がオリジナルスイーツを一から開発して提供する。不退転の気持ちを「侍」に例えたプロジェク
ト名である。

【濃厚・不死鳥プリン】
　相模原の養鶏場「小川フェニックス」の卵を贅沢に使った濃厚なプリン。小川
フェニックスの名前と、絶対にコロナ禍の苦境から羽ばたいてやるという気概を
込めて「濃厚・不死鳥プリン」とネーミング。

【地域と共に生きていく】
　コロナ禍で感じるのは、助けてくれるのは地域の人々だということ。従業員総出でポスティングしたチラシを
見て、予想以上のおせち料理を購入してくれ、本当にうれしかった。コロナ禍前の売り上げには中々至らない
が、皆さんから勇気を頂いた。手作りスイーツを食べてもらいたいと思ったのも、とにかく皆さんに喜んでもら
いたいからだ。これまでの飲食店にこだわらない、地域に愛される取り組みをどんどんやっていきたい。

【お店情報】
会社名
代 表
所在地
U R L

アルカディア
三浦 睦夫
神奈川県座間市相模が丘１丁目２０−４８
http://www.arcadia-inc.co.jp/

NEWS RELEASE 2021年2月9日

座間の飲食店グループ「アルカディア」がスイーツ販売にチャレンジ！
コロナを斬る！『7人の侍スイーツプロジェクト』始動

7人の料理人が1品ずつ、第一弾は「濃厚・不死鳥プリン」で勝負

濃厚・不死鳥プリン1個400円（税別）
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支援事例

　embroidery artist (刺繍作家)suzu氏は、2021年3月1日にthe ribbon knot (ザ・リボンノット) を設立、
同年3月18日に初刊「少ない色数でも楽しめる 総柄刺繍」をKADOKAWAから出版。コロナ禍の生活に温か
みをもたらす手刺繍作品を提供するとともに、巣ごもり需要で関心が高まる手芸業界に、初心者の方でも取り
組みやすく満足度の高いデザインを提案する。ストレスの多いこの時代にこそ、自分を大切にする時間「自分時
間」を作って、自分のために、大切な人のために、ひとつふたつと刺してみていただきたい。

【the ribbon knotについて】
　embroidery artist suzuは、コロナ禍の影響で、スタイリストとして勤めていたウェディングドレスの製作会
社を解雇された。ハローワーク等を通じ求職活動もしたが、厳しい現実に直面し、断念。それなら思い切って「好
きを仕事にしてみよう」と、これまでやってきた刺繍を仕事にすることを決心し、「the ribbon knot」を設立した。

【事務所設立から短期で出版を実現】
　経営知識ゼロだった30代女性が、国が設置した経営相談所であるよろず支援拠点や知財総合支援窓口へ
の相談等を最大限に活用し、家族の後押しも受けて、コストゼロでスタートした。ビジネスが動き出すきっかけ
はインスタグラムへの投稿。一針、一針、刺繍を仕上げていく様子を動画で上げることで、仕事の依頼も来るよ
うになり始めたころ、出版社からオファーがあった。

【家族だけの「総柄刺繍」を作ってもらいたい】
　総柄刺繍は、小さいマークのような柄である。Tシャツの胸にワンポイント、これから入園・入学するお子様の
手提げ袋にワンポイントと、オリジナルの刺繍を家庭それぞれで作って欲しい。お母様の愛情がお子さんに末
永く伝わるような、親から子へ、子から孫へと代々受け継がれる家紋のような存在になってくれたら‥そんな想
いで今回の出版を実現した。

【お店情報】
the ribbon knot (ザ・リボンノット)
embroidery artist suzu
インスタグラム　https://www.instagram.com/the.ribbon.knot/?hl=ja

NEWS RELEASE 2021年3月12日

コロナの影響で解雇を転機に、好きを仕事に一念発起！
インスタグラムで話題に！刺繍作家として出版デビュー実現

～“巣ごもり”を充実させる「自分時間」を提案～
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支援事例

　横浜の金属加工会社、中谷（なかや）製作所は、コロナ禍の中アクリル板越しでもスムーズに会話ができる振
動スピーカーシステム『Assist Voice（アシストボイス）』を4月より販売開始。行政での実証実験でも高評価
を得て、高齢者の多い行政窓口などで続々と採用されています。コロナ禍の中、難しいコミュニケーションを円
滑にする新商品、ぜひともご注目ください。

【『Assist Voice（アシストボイス）』の詳細】
・高音質な平面波の音が、貼り付けたシールド両面から音が聞こえる。
・取り付け、移設が簡単（工事不要）。
・音が広がらずプライバシーを確保でき、声量を変える必要なし。
・子機はデジタル無線対応、１フロアあたり80台設置しても混線しない。
・ハウリング対策、周波数制御、通信遅延制御、省エネ対応。

【今後の展望】
　平面スピーカーは従来の箱型スピーカーと比較して語音を聞き取りやすい傾向にある検査結果が出てい
る。今後更なる研究を行い、超高齢化社会における加齢性難聴をきたした高齢者が不自由のない環境が得ら
れる可能性がある。また、アシストボイスの使用方法を改良し、ソーシャルディスタンスを保ちながら複数と複
数の会話、隔離した空間同士の会話、壁越しの会話が可能となる。今後は飛沫感染対策、防犯対策、医療現場、
接客業務のある職場など国内外あらゆる分野に広げていきたい。

【お店情報】
会 社 名
代表取締役
所 在 地
U R L

中谷製作所
中谷 孝芳
神奈川県横浜市鶴見区駒岡5-5-44
http://www.nakayaseisakusyo.jp/
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横浜の金属加工業、中谷製作所が新分野、音響機器開発に挑戦
窓口の「聞こえづらい」を解消する『アシストボイス』発売

アクリル板越しでも高齢者安心、横浜市の行政窓口で続々採用
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